
今年度からあおぞら園・きらきらの園長に就任しました若林秀昭です。私は今まで作業療法士として医療分野で

働いており、子どもたちを１対１で個別に発達をみてきました。一方、当園では子どもたち一人ひとりを個別で捉え

ながらも、集団で過ごせるような社会性を育むことも大きな目的の一つとなっています。

社会性を育む上で最も基本的で重要なことは、子どもたちに「安心」と「安全」を感じてもらうような環境を作っ

てあげることです。ご家庭では保護者をはじめとした家族の中で信頼関係をしっかりと築いてこられています。同じ

ように当園でも、職員たちがいつも子どもたちに寄り添って関わっています。楽しい気持ちも悲しい気持ちもそれを

しっかりと受け止め、どんなときでも暖かく見守って支えています。子どもたちは、そうした環境の中で「安心」と「安

全」が保障されると、次は意識を外の世界へ向け始めます。本来もっている遊びたい気持ちを解放して周囲を探索

し、様々な遊びに挑戦していきます。遊びのはじめは、クラスという集団の中にいても、子どもたちがそれぞれに好き

なことを見つけ、子どもたち同士あまり相互の関わりを持たないひとり遊びをします。しかしそのうちに他の子が遊

んでいる様子も気になってそれを見て真似をし始めます。お友だちと同じようにその玩具や遊具で遊んでみたくなっ

てきます。そのような場面ではよく玩具の取り合いや遊具の順番争いになってトラブルになることもあります。それま

での楽しい気持ちが一瞬にして負の感情に陥ってしまいます。そこでまた職員が子どもの気持ちに寄り添っていくこ

とで大人との信頼関係をさらに深めながら、他の子に対しても、待つことや順番を守ることなど社会のルールを教

えていくのです。

新園長ご挨拶 ～ まずは「安心」と「安全」の環境作りから ～

あおぞら園・きらきらでは、職員が子どもたち一人

ひとりを丁寧に観察し、 個々の子どもたちの良いとこ

ろを伸ばしながら、課題となっているところを一緒に乗

り越えていけるような働きかけをしています。こうした園

の取り組みに関しては飯塚前園長をはじめ、あおぞら

園・きらきらの歴代の園長が長い年月をかけて丁寧に

築かれてきたことです。いままでの取り組みを守り、受

け継ぎながら、今後もお子様とご家族に信頼されるよ

うな施設を作っていきたいと思います。引き続き保護者

の皆様、地域の皆様のご理解ご協力、ご指導ご鞭撻を

賜りますよう、宜しくお願いいたします。

新入職員ご紹介 ～ 楽しく一緒に成長していけるように ～

新しくあおぞら園で働く事となりました、田中麻佑（たなかまゆ）と申します。

妹がきらきらでお世話になっていたことがあり、興味を持ってあおぞら園について

調べるうちにこの園で働きたいと思い志望しました。大学では子ども福祉について

学びました。ゼミなどで、親子向けの造形ワークショップを開く等の活動をしていま

した。そのような知識をあおぞら園で活かしたいと思っています。

お子様と一緒に出来る事を増やし、まっさらな気持ちで楽しく一緒に成長してい

けるような指導員になれるよう精一杯精進いたします。お子様一人ひとりの気持ち

や特性を大切にした療育ができるように努力してまいりますのでこれからよろしく

お願いいたします。

いるか組 ～ 「毎日をより楽しく」をテーマに ～

ぺんぎん組 ～ 日々の積み重ねを丁寧に ～

らっこ組 ～ 「やってみよう」「できた！」と思えるように ～

きらきら ～ お子様自身の気持ちを大切に ～

令和7年度いるか組は4月から継続児6名、新入園児4名で始まりました。最初の1週間はクラスや一緒に遊ぶ

お友だちが変わった継続児さん、新たにあおぞら園に通い始めた新入園児さんと環境の変化を色々な場面で感じ

ている様子でしたが、少しずつ環境に慣れて園庭遊びやてんとう虫のお部屋などで活発に体を

動かしたり、小麦粉粘土で集中して感触を楽しむ等、好きな遊び、活動で落ち着いて過ごす時

間が増えてきています。お子さまの気持ちに寄り添いながら小さな成功体験をつみ重ね、興味

関心の幅を広げられるような療育を目指して日々の活動を積み重ねていきたいと思っています。

またご家族の皆さんとも成功体験やお子さまの様子を共有させていただき、「毎日をより楽しく」

をテーマにこの一年毎日を大切に重ねていきたいと考えています。

今年度が始まってもうすぐ１ヶ月を過ぎようとしています。ぺんぎん組は4月から継続児9名、

新入園児1名でスタートしました。毎日の朝の集いで「あいうべ体操」を行なっています。これ

はなんだ？と新しく興味を示すお子さまや慣れ親しんでいるお子さまとそれぞれおりますが、

口唇周りの体操を模倣(真似)する事がとても上手にできています。こういった日々の積み重

ねを丁寧に行なう事の大切さや新しい事に挑戦する際に必要なお子さまごとの配慮をクラス

担任一丸となってサポートできたらと考えております。

4月から継続児4名、新入園児6名でらっこ組がスタートしました。年度当初は新しい環境になり、不安な様子や

表情も少し緊張した様子がありました。約1ヶ月が経ち、職員とも触れ合い遊び等を通して関係を深めたり、好きな

玩具や遊びを見つけて笑顔で過ごす様子が見られています。遊びの中で様々な表情が

見られるようになり、意欲的に活動に参加する様子も見られるようになってきています。

今後もお子様が安心して過ごすことができるよう、環境を整え、お子様が「やってみよう」

「できた！」と思えるような療育を進められたらと思います。新しい環境の中で疲れも出やす

くなっていると思います。ご家庭での様子もお聞きしていきながら、楽しくあおぞら園で過ご

せるように関わっていきたいと思います。

新年度が始まり、早くも一ヶ月が経ちました。新入園児の皆様は少しずつきらきらの環境にも慣れてきた頃では

ないかと思います。様々な遊びに繰り返し取り組むことで、好きな遊びが見つかったり、大人と楽しい気持ちを共有

するような姿も見られています。

   昨年度からの継続のお子様は、４月から幼稚園や保育園、他事業所に通い始めたり、進級されたお子様も新し

い生活が始まったことで、心身共に疲れが出やすい時期だと思います。いつもとは違う行動

が見られたり、気持ちの切り替えが難しい場面もあるのではないかと思います。そんな時は

いつでもきらきらの職員までご相談頂き、対応方法を一緒に考えていけたらと思います。

   きらきらでは、お子様がきらきらで過ごす時間が「楽しい！」と感じ、安心して過ごすことが

できるよう、お子様自身の気持ちを大切にしています。無理のない範囲で、お子様のできる

ことから取り組んでいき、前向きな気持ちで過ごすことができるよう関わっていきます。

また、保護者の方と情報共有し、それぞれのお子様に合わせて支援していきます。
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